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日置市

議 会
だより

〒899-2592 鹿児島県日置市伊集院町郡一丁目100番地
TEL（099）248-9435／FAX（099）273-3063
http://www.city.hioki.kagoshima.jp

３月定例会 主な内容

平成24年
5月 第28号

P ２
P ８
P 19
P 22
P 24

● 提案された議案の結果
● 一般質問
● 行政視察・所管事務調査結果報告
● 特集 特定健診受診率向上について
● 追跡記事 / 編集後記

楽しく無理なく健康づくり！（東市来グラウンドゴルフ場）
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平
成
24
年
度
一
般
会
計
・
特
別
会
計
予
算
議
案
11
件
、
23
年
度
一
般
会
計
・
特
別

会
計
補
正
予
算
議
案
13
件
、
発
議
１
件
、
報
告
１
件
、
諮
問
３
件
、
条
例
改
正
案
等

16
件
、
陳
情
書
２
件
、
意
見
書
案
２
件
が
提
案
さ
れ
す
べ
て
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

議
員
発
議

議
員
発
議

◇
日
置
市
税
条
例
の
一
部
改

正
に
つ
い
て

議
案
の
内
容　

　

市
町
村
が
防
災
対
策
を
講

じ
る
の
に
必
要
な
財
源
を

確
保
す
る
た
め
、
国
が
平

成
26
年
度
か
ら
10
年
間
、
市

民
税
の
均
等
割
額
３
千
円
に

５
０
０
円
を
上
乗
せ
す
る
地

方
税
法
の
一
部
改
正
を
し
た

こ
と
に
よ
り
、
市
の
税
条
例

も
改
正
し
よ
う
と
す
る
も
の
。

  

委
員
会
で
の
質
疑
応
答

問　

ど
う
い
っ
た
防
災
対
策

を
計
画
し
て
い
る
の
か
。

答　

国
か
ら
の
通
達
が
あ
っ

た
ば
か
り
で
、
今
後
計
画

書
を
作
成
し
て
い
く
。

  

総
務
企
画
委
員
会
の

　
　
　
　
　

  

付
帯
意
見

　

防
災
計
画
書
も
な
い
状
況

で
、
住
民
か
ら
徴
収
す
る
増

税
議
案
を
先
に
審
議
す
る
こ

と
は
理
解
し
が
た
い
が
、
国

の
指
示
で
も
あ
り
今
後
は
す

み
や
か
に
防
災
計
画
書
を
作

成
さ
れ
た
い
。

  

反
対
討
論

　

市
町
村
間
で
防
災
対
策
の

実
情
も
異
な
る
の
に
、
な
ぜ

均
等
割
額
に
一
律
５
０
０
円

の
10
年
間
上
乗
せ
課
税
な
の

か
。

　

住
民
か
ら
新
た
な
税
金
を

徴
収
し
防
災
対
策
を
講
じ

る
こ
と
は
、
防
災
に
対
す
る

住
民
意
識
も
行
政
任
せ
に
な

り
、
防
災
体
制
づ
く
り
の
基

本
で
あ
る
住
民
と
行
政
と
の

連
携
強
化
に
も
影
響
が
出
て

く
る
。

　

上
位
法
に
は
逆
ら
え
な
い

原
則
は
承
知
し
て
い
る
が
、

住
民
へ
の
説
明
責
任
が
果
た

せ
な
い
た
め
反
対
で
あ
る
。

  

賛
成
討
論

　

先
に
発
生
し
た
東
日
本
大

震
災
を
教
訓
に
、
防
災
対
策

は
重
要
で
あ
る
た
め
賛
成
で

あ
る
。

《
賛
成
16 

反
対
５
で
可
決
》

◇
郵
政
改
革
法
案
の
早
期
成

立
を
求
め
る
陳
情
書　

陳
情
の
内
容

　

国
民
共
有
の
財
産
で
あ
る

郵
便
局
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
維

持
す
る
た
め
、
国
会
お
よ
び

政
府
に
、
郵
政
改
革
法
案
の

早
期
成
立
を
求
め
る
意
見
書

の
提
出
を
求
め
る
趣
旨
。

陳
情
書
の
提
出
者

　

吹
上
湯
之
元
局
局
長
他

審
査
の
経
過
と
結
果

　

郵
便
局
の
現
況
や
住
民

サ
ー
ビ
ス
と
の
関
係
に
つ
い

て
現
場
へ
出
向
き
、
聞
き
取

り
等
の
調
査
を
行
っ
た
。

　

陳
情
趣
旨
は
理
解
で
き
る

と
の
結
論
に
達
し
、
本
会
議

で
も
全
会
一
致
で
採
択
し
た
。

《
全
会
一
致
で
採
択
》

◇
米
軍
機
の
低
空
飛
行
訓
練

の
速
や
か
な
中
止
を
求
め
る

陳
情
書

陳
情
の
内
容

　

日
置
市
内
で
米
軍
機
と
見

ら
れ
る
航
空
機
の
低
空
飛
行

が
相
次
い
で
目
撃
さ
れ
て
お

り
、
安
心
・
安
全
な
市
民
生

活
に
深
刻
な
影
響
を
与
え
て

い
る
こ
と
か
ら
、
国
会
お
よ

び
政
府
に
速
や
か
な
中
止
を

求
め
る
意
見
書
の
提
出
を
求

め
る
趣
旨
。

陳
情
書
の
提
出
者

　

村
野
弘
子
氏

審
査
の
経
過
と
結
果

　

日
置
市
上
空
に
お
け
る
米

軍
機
の
低
空
飛
行
訓
練
の
状

況
は
平
成
19
年
以
降
、
44
件

の
情
報
提
供
が
あ
る
こ
と
や
、

21
年
度
に
県
が
外
務
大
臣
に

要
請
書
を
提
出
し
た
が
、
回

答
が
な
い
状
況
で
あ
る
こ
と

が
答
弁
さ
れ
た
。

　

採
択
す
べ
き
と
の
結
論
に

達
し
、
本
会
議
で
も
全
会
一

致
で
採
択
し
た
。

《
全
会
一
致
で
採
択
》

　
討
　
論

　
討
　
論

　
討
　
論

国
の
指
示
に
議
会
は
！

陳
情
に
対
す
る

　
　  

議
会
の
判
断
は
！

所得段階 月額保険料 対象人数

１ ２４９０円 １７６人

２ ２４９０円 ３４１４人

３ ３７３８円 ３４１９人

４ ３９８０円 １７６０人

５ ４９８０円 １８２８人

６ ６２２０円 ３０６３人

７ ７４７０円 ８４７人

８ ８４６０円 １５６人

65歳以上の新介護保険料

◇
政
務
調
査
費
と
、
議
員
報

酬
の
減
額
措
置
を
す
る
た
め

の
条
例
改
正
に
つ
い
て

議
案
の
内
容

　

政
務
調
査
費
を
月
額
１
万

５
千
円
か
ら
１
万
３
千
円
に

減
額
。

　

議
員
報
酬
を
３
％
カ
ッ
ト
。

《
全
会
一
致
で
可
決
》

　

※
政
務
調
査
費
と
は
、
議

員
が
市
政
の
課
題
改
善
や
新

た
な
政
策
提
言
等
を
行
う
た

め
の
調
査
費
用
。

◇
日
置
市
長
等
の
給
与
の
特

例
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改

正
に
つ
い
て

　

市
長
15
％
・
副
市
長
10

％
・
教
育
長
８
％
・
管
理
職

手
当
10
％
カ
ッ
ト

《
全
会
一
致
で
可
決
》

◇
日
置
市
介
護
保
険
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て　

議
案
の
内
容

　

24
年
度
よ
り
65
歳
以
上
の

介
護
保
険
料
を
６
段
階
か
ら

８
段
階
に
変
更
す
る
こ
と
と

保
険
料
基
準
額
３
９
８
０
円

を
４
９
８
０
円
に
増
額
す
る

た
め
の
条
例
改
正
。

  

市
長
の
提
案
理
由

　

介
護
認
定
者
数
も
増
え
て

お
り
、
介
護
給
付
費
も
年
々

増
加
し
て
い
る
た
め
値
上
げ

し
な
け
れ
ば
介
護
事
業
運
営

が
成
り
立
た
な
い
。

  

反
対
討
論

　

景
気
も
悪
く
値
上
げ
さ
れ

る
も
の
も
多
い
中
、
住
民
生

活
は
苦
し
い
。

　

よ
っ
て
保
険
料
値
上
げ
は

反
対
で
あ
る
。

  

賛
成
討
論

　

介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
量
が

増
え
れ
ば
給
付
費
も
上
が
る
。

　

よ
っ
て
保
険
料
値
上
げ
は

運
営
上
必
要
で
あ
る
。

《
賛
成
20 

反
対
１
で
可
決
》

　

◇
日
置
市
特
別
会
計
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て　

議
案
の
内
容

　

平
成
24
年
度
か
ら
市
診
療

所
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

青
松
園
の
事
業
運
営
を
指
定

管
理
者
へ
委
託
す
る
た
め
、

両
施
設
の
特
別
会
計
を
廃
止

す
る
。

　

ま
た
住
宅
新
築
資
金
等
貸

付
事
業
も
貸
付
事
業
が
す
で

に
終
了
し
て
い
る
こ
と
か
ら

会
計
を
廃
止
す
る
。

　

な
お
、
廃
止
後
は
一
般
会

計
で
処
理
さ
れ
る
。

  

反
対
討
論

　

両
施
設
運
営
を
指
定
管
理

者
へ
委
託
し
て
も
、
最
終
的

な
責
任
は
本
市
に
あ
る
。

　

ま
た
、
両
施
設
に
は
多
く

の
入
所
者
や
患
者
も
お
り
、

今
後
ど
う
い
っ
た
問
題
が
発

生
す
る
か
予
期
で
き
な
い
。

　

し
た
が
っ
て
、
会
計
自
体

は
残
し
て
注
視
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
た
め
、
会
計
廃
止

に
は
反
対
で
あ
る
。

  

賛
成
討
論

　

指
定
管
理
者
に
運
営
委
託

し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
両
施

設
で
の
会
計
上
の
出
し
入
れ

は
少
な
く
、
一
般
会
計
で
処

理
し
て
い
く
こ
と
に
問
題
は

な
い
と
考
え
る
こ
と
か
ら
会

計
廃
止
に
は
賛
成
で
あ
る
。

《
賛
成
16 

反
対
４
で
可
決
》

介護保険料値上げへ
運営上必要と判断

東日本大震災で津波被害に
あった住宅
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◇
平
成
24
年
度
日
置
市
一
般

会
計
予
算　

（
予
算
の
概
要
）

　

日
置
市
と
類
似
す
る
自
治

体
の
予
算
規
模
は
、
約
２
１

０
億
円
前
後
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
昨
年
度
よ
り
約

12
億
円
も
増
え
て
い
る
。

　

増
え
た
主
な
理
由
は
、
障

害
者
自
立
支
援
給
付
費
な
ど

扶
助
費
が
約
２
億
円
、
介
護

給
付
費
増
に
よ
る
介
護
保
険

特
別
会
計
へ
の
繰
出
金
等
が

約
１
億
円
。

　

ま
た
、
伊
集
院
駅
周
辺
整

備
や
伊
集
院
小
学
校
建
設
、

公
営
住
宅
建
設
な
ど
投
資
的

予
算
が
約
９
億
円
増
え
た
こ

と
に
よ
る
。

　

な
お
、
事
業
費
が
増
え
た

分
は
国
か
ら
の
補
助
金
や
施

設
整
備
基
金
か
ら
の
繰
入
、

起
債
な
ど
で
対
応
す
る
。

《
賛
成
18 

反
対
３
で
可
決
》

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

問 　

過
疎
地
へ
の
住
宅
建
設

補
助
は
、
東
市
来
の
湯
田

地
区
を
は
じ
め
中
心
部
は

高
齢
化
率
も
低
い
。

　

 　

高
齢
化
率
40
％
以
上
の

地
区
だ
け
を
対
象
に
長
期

間
補
助
し
て
い
く
こ
と

が
、
実
効
性
の
あ
る
過
疎

対
策
で
は
。　

　

 　

ま
た
、
地
場
産
業
育
成

の
た
め
に
、
地
元
の
建
築

事
業
者
が
建
設
し
た
も
の

だ
け
に
限
定
す
る
べ
き
で

は
。

答 　

高
齢
化
率
の
高
い
地
区

だ
け
の
限
定
や
、
地
元
事

業
者
だ
け
に
限
定
し
た
場

合
、
事
業
実
績
は
上
が
ら

な
い
と
思
わ
れ
る
。

問�　

市
債
（
借
金
）
は
、
将

来
投
資
効
果
が
見
込
ま
れ

る
事
業
だ
け
に
使
う
の
が

基
本
。

　

 　

し
た
が
っ
て
、
継
続
事

業
で
あ
る
高
齢
者
福
祉

サ
ー
ビ
ス
や
行
政
嘱
託
員

事
業
等
に
借
金
を
使
っ
た

事
業
運
営
は
改
め
る
べ
き

で
は
。

答�　

過
疎
債
等
は
有
利
な
起

債
で
あ
り
、
過
疎
対
策
の

事
業
に
も
使
用
で
き
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
。

　
問�　

24
年
度
か
ら
伊
集
院
地

域
の
し
尿
を
姶
良
衛
生
組

合
か
ら
、
南
薩
衛
生
処
理

組
合
へ
変
更
す
る
が
処
理

費
等
の
比
較
は
。

答�　

運
搬
費
で
２
０
０
万
円
、

処
理
費
用
で
２
５
０
０
万

円
ほ
ど
安
く
な
っ
た
。

問�　

青
松
園
運
営
を
受
託
す

る
社
会
福
祉
法
人
が
、
納

付
金
を
納
め
る
こ
と
に
違

法
性
は
な
い
の
か
。

答�　

県
や
厚
労
省
に
指
導
を

受
け
た
が
、
利
用
料
金
制

の
も
と
、
市
が
納
付
金
の

使
途
を
定
め
た
上
で
法
人

に
納
付
金
を
条
件
と
す
る

こ
と
は
市
の
裁
量
範
囲
で

あ
る
。

　

 　

ま
た
法
人
も
施
設
使
用

料
で
計
上
す
れ
ば
問
題
な

い
。

   

反
対
討
論

　

青
松
園
や
診
療
所
な
ど
指

定
管
理
者
へ
の
委
託
は
公
的

責
務
を
放
棄
し
た
も
の
で
反

対
で
あ
る
。

　

ま
た
市
民
の
暮
ら
し
が
厳

し
い
中
で
国
際
交
流
や
数
多

い
姉
妹
都
市
交
流
事
業
な
ど

へ
の
財
源
投
入
は
見
直
す
べ

き
。

　

ほ
か
に
も
就
学
援
助
制
度

も
不
十
分
な
部
分
が
あ
る
。

   

賛
成
討
論

　

厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、

財
政
計
画
に
基
づ
い
た
予
算

で
人
口
減
少
に
対
応
す
る
た

め
の
新
規
住
宅
建
設
や
定
住

促
進
を
図
る
新
築
・
購
入
へ
の

補
助
金
、
国
保
会
計
へ
の
財

源
補
て
ん
な
ど
で
あ
る
。

　

ま
た
国
際
交
流
で
は
、
も

の
づ
く
り
の
技
術
提
携
や
社

会
貢
献
、
教
育
や
人
材
教
育

な
ど
異
文
化
に
触
れ
、
国
際

的
に
通
用
す
る
人
材
育
成
を

図
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
。

　

市
民
の
福
祉
向
上
に
必
要

な
予
算
で
あ
る
の
で
賛
成
。

伊集院駅周辺整備事業
（総事業費約11億円）

伊集院小学校建て替え
（総事業費約15億円）

歳　　　　　入 歳　　　　　　出
市税（市民税、固定資産税ほか） ３９億５６２２万円 人件費（議員、職員、各委員） ４３億６７８７万円

国支出金（負担金、補助金ほか） ３３億７０４０万円 扶助費（生活保護、保育園ほか） ４７億２２７９万円

県支出金（負担金、補助金ほか） １５億２１２７万円 公債費（借金返済） ４０億１４２５万円

地方交付税（普通、特別） ８９億５０００万円 投資的予算（公共事業 ) ３６億１０９７万円

基金などからの繰入金 １３億８８４８万円 物件費（電算、し尿、ごみ処理他） ２６億５４４１万円

市債（借入れ金） ２３億４０３０万円 補助費等（特別会計補助金ほか） ２１億３２８４万円

使用料、負担金等ほか収入 １９億１３３３万円 ほか経費（特別会計繰出金ほか） １８億５６８７万円

歳入合計 ２３３億６０００万円 歳出合計 ２３３億６０００万円

歳入歳出の主な内訳

平成24年度からこんなことが始まります！
❶ コンビニ納付ができるようになります。

全国のコンビニエンスストアで市税や上下水道料金など公共料金の納付ができます。（後期高齢
者医療保険料を除く）

❷ 宿泊費キャッシュバック事業が始まります。
県内事業所のレンタカーを利用し、日置市内の指定宿泊施設に２人以上で泊まったとき、１万
円を上限として宿泊経費の１／２が補助されます。
２泊以上は２万円を上限として宿泊経費の１／２が補助されます。

❸ 民俗芸能・文化伝承交付金が始まります。
県指定太鼓踊り50万円、ほかの太鼓踊り30万円、棒踊りおよび鎌踊り20万円。

❹ 定住促進補助金事業が始まります。
65歳以下の市外者家族が、過疎地指定の東市来、日吉、吹上地域に新築または住宅等を購入
した時、一世帯50万円の補助金と、18歳以下の扶養者に対し1人10万円の補助金が交付され
ます。

　
討
　
論

※❷・❸・❹の事業は、３年間だけの限定！

233億6000万円
平 成 24 年 度 一 般 会 計 予 算

前年度対比 12億6000万円の増

委
員
会
や
本
会
議

　
で
の
質
疑
は
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会
計
の
主
な
概
要

　

高
齢
者
人
口
の
自
然
増
と

介
護
入
所
施
設
が
増
え
た
こ

と
で
、
平
成
24
年
度
の
介
護

給
付
費
も
膨
ら
み
予
算
規
模

も
拡
大
。

　

歳
出
が
増
え
た
分
は
、
介

護
保
険
料
の
値
上
げ
等
に

よ
っ
て
調
整
さ
れ
て
い
る
。

委
員
会
審
議
で
の
質
疑
応
答

問 　

健
康
保
険
課
で
は
医
療

費
分
析
の
シ
ス
テ
ム
化
に

取
り
組
む
が
、
介
護
保
険

と
の
連
携
は
ど
う
か
。

答 　

医
療
と
介
護
の
重
要
な

部
分
な
の
で
、
予
防
に
つ

い
て
一
緒
に
考
え
て
い
く

必
要
が
あ
る
。

　

 　

ど
の
よ
う
な
病
気
で
介

護
が
必
要
に
な
っ
た
か

な
ど
把
握
す
る
必
要
が
あ

る
。

反
対
討
論

　

住
民
の
生
活
が
厳
し
い
中

で
、
介
護
保
険
料
の
値
上
げ

を
伴
う
予
算
計
画
は
反
対
で

あ
る
。

賛
成
討
論

　

介
護
を
要
す
る
高
齢
者
の

自
立
支
援
に
向
け
た
介
護
予

防
事
業
等
の
推
進
が
図
ら
れ

て
い
る
。

　

ま
た
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ

ス
や
居
宅
サ
ー
ビ
ス
も
充
実

さ
れ
介
護
給
付
費
の
適
正
化

も
図
ら
れ
て
い
る
予
算
で
賛

成
で
あ
る
。

《
賛
成
20
反
対
１
で
可
決
》

会計名 平成24年度当初予算 昨年度対比 採決結果

公共下水道事業 ６億６５９２万円 ２１２３万円 全会一致で可決

農業集落排水事業 ３６９６万円 △７８万円 全会一致で可決

国民宿舎事業 ２億４４５３万円 △５４７万円 全会一致で可決

温泉給湯事業 ７０２万円 ２１９万円 全会一致で可決

公衆浴場事業 １０９万円 0 全会一致で可決

飲料水供給施設事業 ５８万円 0 全会一致で可決

後期高齢者医療 ６億１６０４万円 ２８８４万円 賛成20、反対１で可決

会
計
の
主
な
概
要

　

国
保
加
入
者
の
減
や
不
景

気
に
よ
る
所
得
割
額
減
で
国

保
税
収
は
減
少
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
１
人
当
た
り
の

医
療
費
は
年
々
増
加
し
収
支

バ
ラ
ン
ス
は
崩
れ
て
い
る
。

　

本
来
、
増
加
し
た
分
は
国

保
準
備
基
金
か
ら
の
取
り
崩

し
に
よ
っ
て
調
整
さ
れ
る
が
、

現
在
は
そ
の
基
金
も
な
く
保

険
税
の
値
上
げ
や
一
般
会
計

か
ら
の
法
定
外
繰
入
金
１
億

円
で
賄
っ
て
い
る
。

※
国
保
準
備
基
金
と
は
、
１

カ
月
に
使
う
医
療
費
の
３
カ

月
分
を
積
み
立
て
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
法
的
制
約
基
金
で
、

日
置
市
の
国
保
条
例
に
も
定

め
ら
れ
て
お
り
、
日
置
市
の

場
合
、
基
金
積
立
の
額
は
約

９
～
10
億
円
と
な
っ
て
い
る

が
、
現
在
の
残
高
は
６
６
０

０
万
円
で
あ
る
。

委
員
会
で
の
質
疑
応
答

問　

24
年
度
の
医
療
費
の
伸

び
の
予
想
は
ど
う
か
。

答　

23
年
度
の
３
月
～
10

月
ま
で
の
平
均
診
療
分
は
、

月
額
２
２
０
万
円
で
１
０

０
・
６
％
の
上
昇
と
な
っ
て

い
る
。
保
険
給
付
費
で
約

２
６
０
０
万
円
の
増
加
が

見
込
ま
れ
る
。

問　

増
加
が
見
込
ま
れ
て
も
、

財
政
的
に
24
年
度
ま
で
は

大
丈
夫
と
思
っ
て
い
い
の
か
。

答　

保
険
税
を
上
げ
る
段
階

で
の
試
算
は
、
23
・
24
年

度
合
わ
せ
て
約
４
億
円
の

財
源
不
足
を
予
測
し
て
い

た
が
、
24
年
度
へ
の
繰
越

し
が
１
億
８
６
０
０
万
円

見
込
ま
れ
る
た
め
、
大
丈

夫
で
は
な
い
か
と
予
想
し

て
い
る
。

質　

保
健
推
進
員
の
役
割
に

対
す
る
課
題
は
。

答　

特
定
健
診
率
を
上
げ
る

た
め
に
、
受
診
勧
奨
や
意

向
調
査
票
の
回
収
に
努
力

し
て
い
た
だ
い
て
い
る
が
、

お
願
い
し
に
く
い
と
の
意
見

も
多
い
。

  

反
対
討
論

　

払
い
た
く
て
も
払
え
ず
国

保
税
を
滞
納
し
た
こ
と
で
正

規
の
保
険
証
を
も
ら
え
ず
短

期
保
険
証
や
資
格
証
明
書
の

発
行
に
置
き
か
え
ら
れ
た
市

民
は
多
い
。

　

高
す
ぎ
る
国
民
健
康
保
険

税
に
反
対
で
あ
る
。

  

賛
成
討
論

　

医
療
費
分
析
シ
ス
テ
ム
の

導
入
や
、
健
診
の
受
診
率
向

上
に
向
け
て
積
極
的
に
施
策

の
推
進
な
ど
、
医
療
費
抑
制

に
向
け
た
取
り
組
み
が
伺
え

る
予
算
内
容
で
あ
り
賛
成
で

あ
る
。

《
賛
成
20 
反
対
１
で
可
決
》

公営企業会計

財
政
運
営
が
厳
し
い
国
保
会
計
は
！

介
護
保
険
料
値
上
げ
後
の
財
政
運
営
は
！

平
成
24
年
度
日
置
市
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
予
算

  

予
算
総
額
63
億
４
３
８
６
万
円（
前
年
度
対
比
３
億
２
８
０
８
万
円
増
）

平
成
24
年
度
日
置
市
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
予
算

予
算
総
額
51
億
１
８
８
６
万
３
千
円（
前
年
度
対
比
１
億
５
６
８
９
万
円
の
増
）

　
討
　
論

　
討
　
論

その他の平成24年度特別会計予算 （一万円未満四捨五入）

平成24年度日置市水道事業会計予算
　　給水戸数 　　　　　 ２万１９９５戸
　　年間総給水量 ５１２万６４３１㎥
　　１日平均給水量 14.045㎥

平成24年度予算

（水道事業が抱える主な課題）
　　＊水道使用料減による、厳しい財政運営
　　＊水道管老朽化による、漏水対策と施設改修
　　　（昭和30年代の布設管も多い）

水
道
事
業

収益的収入　７億３６５３万円 △１６８７万円
全会

一致で
可決

収益的支出　７億３６５３万円 △１６８７万円
資本的収入    ３億３８４６万円 △６０２万円
資本的支出　５億７７８１万円 △８１４８万円

伊集院北地区の配水池

サービス 保険料

歳入歳出予算の内訳

歳
入
内
訳

介護保険料 ７億６７３０万円

国負担金補助金 １３億１９７０万円

支払基金交付金 １４億５３３２万円

県負担金補助金 ７億９７０６万円

市からの繰入金 ７億　５４５万円

その他 ７６０３万円

歳
出
内
訳

介護認定審査会費 ５６８３万円

介護サービス等諸費 ４３億３８５０万円

介護予防サービス等諸費 ３億１６４０万円

高額介護サービス等費 １億２５４０万円

特定入所者サービス等費 １億９６４０万円

その他 ８５３３万円
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	 	 	 	 これからどうする! 日置市
３月定例会では15名の議員が登壇し、日置市の未来を見据え質問を行いました。

一 般 質 問

	 	 	 	 	 	 	 	
　

長
里
、
荻
、
北
、
浜
田
、

藤
元
駐
在
所
の
廃
止
問
題
は

地
域
の
安
心
・
安
全
の
確
保

に
お
い
て
重
要
課
題
で
あ

る
。

　

県
は
市
町
村
の
意
向
を
勘

案
し
、
無
償
譲
渡
や
利
活
用

に
つ
い
て
希
望
調
査
を
実
施

と
聞
く
。

　

地
域
の
要
望
も
子
ど
も
連

れ
の
宿
舎
、
集
会
所
、
防
災

活
動
の
拠
点
、街
の
駅
な
ど
、

過
疎
化
し
な
い
手
段
に
真
剣

　

長
野
　
瑳
や
子
　
議
員

な
状
況
で
あ
る
が
、
要
望
実

現
の
取
り
組
み
と
経
緯
は
。

　

交
番
相
談
員
の
運
用
の
見

直
し
予
定
と
聞
く
が
、
よ
り

安
全
で
効
果
的
、
弾
力
的
な

運
用
の
要
望
を
す
べ
き
で

は
。

　

県
の
説
明
は
、
五
つ
の
駐

在
所
廃
止
に
伴
い
地
域
警
察

の
持
つ
能
力
を
、
有
効
に
発

揮
し
体
制
強
化
を
図
る
も

の
。

　

駐
在
所
の
活
用
は
公
舎
を

残
し
、
警
官
、
教
職
員
宿
舎

な
ど
の
地
域
要
望
を
踏
ま
え

決
定
す
る
と
の
こ
と
。

　

交
番
相
談
員
は
ベ
テ
ラ
ン

警
察
Ｏ
Ｂ
で
成
果
は
挙
げ
て

お
り
、
勤
務
等
の
運
用
見
直

し
に
対
し
要
望
を
検
討
す

る
。

　

国
歌
君
が
代
は
日
新
公
作

の
薩
摩
琵
琶
歌
・
蓬
莱
山
か

ら
引
用
さ
れ
、
日
新
公
は
哲

学
者
、
教
育
者
、
菩
薩
、
武

将
、歌
人
を
兼
ね
備
え
た
人
。

　

薩
摩
琵
琶
発
祥
の
地
を
活

用
し
中
島
常
楽
院
周
辺
整
備

に
よ
る
史
と
景
と
文
化
の
ま

ち
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
の

エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
構
想
を

企
画
し
、
中
山
間
事
業
等
で

県
へ
積
極
的
に
図
る
べ
き
。

　

一
般
寄
贈
さ
れ
た
日
新
公

作
の
阿
弥
陀
石
仏
像
を
含
め

市
の
貴
重
な
文
化
財
の
保
護

と
活
用
に
は
、
学
芸
員
の
専

門
的
視
野
で
本
格
的
に
取
り

組
み
、
姉
妹
・
兄
弟
友
好
交

流
の
本
拠
地
と
し
て
の
心
の

醸
成
と
掘
り
起
こ
し
は
。

　

南
部
中
山
間
事
業
は
24
年

度
に
事
業
採
択
予
定
で
あ

り
、
常
楽
院
周
辺
整
備
等
は

特
別
減
歩
等
で
集
約
し
広
場

利
用
は
可
能
で
あ
る
が
、
今

後
の
課
題
と
し
て
十
分
検
討

す
る
。

　

阿
弥
陀
石
仏
像
は
原
形
を

保
ち
、「
名
勝
志
御
再
撰
方

萬
し
ら
べ
帳
」
と
記
載
も
お

お
む
ね
一
致
し
大
変
貴
重
な

も
の
で
あ
り
、
今
後
、
文
化

財
審
議
会
や
専
門
家
の
鑑
定

な
ど
活
用
も
含
め
検
討
す

る
。

（
そ
の
他
の
質
問
）

※
犯
罪
被
害
防
止
へ
の
消
費

者
教
育
の
充
実
と
強
化
策
を

　
　
　

中
島
　
昭
　
議
員

  　

平
成
24
年
度
の
当
初
予
算

で
は
、
継
続
事
業
の
防
災
行

政
無
線
や
下
水
道
事
業
、
都

市
計
画
事
業
を
は
じ
め
、
新

規
事
業
の
公
営
住
宅
建
設
事

業
、
伊
集
院
小
学
校
の
校
舎

改
築
事
業
、
伊
集
院
駅
周
辺

整
備
事
業
な
ど
日
置
市
に

と
っ
て
重
要
な
事
業
が
計
画

さ
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
本
庁
及
び
支
所
の

庁
舎
や
公
共
施
設
も
老
朽
化

し
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
施
設
改
修
は
今

後
大
き
な
財
政
圧
迫
の
要
因

に
な
る
と
思
う
。

　

合
併
特
例
法
の
期
限
も
せ

ま
っ
て
い
る
が
年
次
的
改
修

計
画
が
示
さ
れ
て
い
な
い
。

　

合
併
特
例
法
が
５
年
間
延

長
さ
れ
る
と
示
し
て
い
る
根

拠
は
何
か
。

　

４
月
か
ら
産
業
建
設
部
が

鹿
児
島
地
域
振
興
局
日
置
庁

舎
へ
移
転
し
て
介
護
保
険
課

が
本
庁
に
入
る
計
画
だ
が
、

振
興
局
も
老
朽
化
し
て
暗
く

て
狭
い
。
移
転
費
用
も
含
め

て
内
容
を
示
せ
。

　

老
朽
化
し
て
い
る
庁
舎
な

ど
の
改
修
は
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
。

　

今
後
、
伊
作
小
学
校
と
伊

集
院
北
小
学
校
の
校
舎
改
築

が
予
定
さ
れ
て
い
る
が
、
統

廃
合
な
ど
の
方
向
性
を
解
決

し
て
か
ら
で
な
い
と
教
室
数

な
ど
問
題
が
生
じ
て
こ
な
い

か
。

  　

合
併
特
例
法
の
期
限
延
長

は
全
国
市
長
会
で
要
望
し
て

お
り
、
今
国
会
で
成
立
す
る

予
定
。

　

本
庁
は
特
に
１
階
が
手
狭

で
あ
っ
た
。

　

振
興
局
に
空
き
室
が
あ
る

の
で
有
効
活
用
し
よ
う
と

思
っ
た
。

　

移
転
費
用
は
約
９
０
０
万

円
か
か
る
が
賃
借
料
は
不
要

で
あ
る
。

　

当
分
の
間
現
状
の
ま
ま
使

用
し
た
い
。

　

庁
舎
は
耐
震
診
断
が
終

わ
っ
た
の
で
24
年
度
中
に
基

本
計
画
を
策
定
し
た
い
。

　

基
本
的
に
は
市
民
の
身
近

な
問
題
解
決
を
優
先
す
る
。

　

市
民
や
職
員
に
迷
惑
を
か

け
る
が
庁
舎
改
築
に
は
出
来

る
だ
け
お
金
を
か
け
た
く
な

い
。

　

現
在
日
置
市
学
校
在
り
方

検
討
委
員
会
に
『
生
き
る
力

を
培
う
』
こ
と
が
出
来
る
学

校
を
諮
問
し
て
い
る
。

　

あ
と
１
回
開
催
し
て
提
言

を
さ
れ
る
。

　

統
合
問
題
は
諮
問
し
て
お

ら
ず
、
地
域
の
方
々
の
意
見

を
優
先
す
る
。

庁舎など公共施設の
改修計画を問う

【答弁】
24年度に基本計画を策定し
たい

質問
1

駐在所活用の要望
実現への取り組みは

【答弁】
駐在所の利活用は地元要望
を可能に

質問
1

総合計画の中島常楽
院周辺整備の促進を

【答弁】
常楽院周辺整備は地元、県
と協議検討

質問
2

より良い市政を目指して

移転した産業建設部の内部常楽院での妙音十二楽

中
島

長
野

長
野

市
長

市
長

市
長
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田
畑
　
純
二
　
議
員

①
合
併
の
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ

リ
ッ
ト
を
ど
う
と
ら
え
、
課

題
へ
の
対
応
は
。

②
地
方
が
自
立
し
て
い
く
た

め
に
求
め
ら
れ
る
こ
と
は
何

で
、
ど
う
実
行
中
か
。

③
地
域
の
つ
な
が
り
づ
く
り

を
ど
う
考
え
、ど
う
実
行
し
、

そ
の
効
果
は
ど
う
か
。

④
６
次
産
業
化
法
を
ど
う
と

ら
え
、ど
う
反
映
さ
せ
る
か
。

⑤
幸
福
度
に
つ
い
て
ど
う
思

い
、市
民
の
幸
福
度
を
探
り
、

政
策
立
案
に
生
か
し
た
ら
。

①
市
民
の
利
便
性
向
上
、
効

率
的
行
政
運
営
や
地
域
力
強

化
が
メ
リ
ッ
ト
、
地
域
の
歴

史
や
文
化
継
承
に
同
様
に
取

り
組
め
ぬ
の
が
デ
メ
リ
ッ

ト
。

②
行
政
基
盤
の
強
化
と
組
織

の
効
率
化
を
進
め
る
。

③
自
治
会
の
維
持
存
続
が
つ

な
が
り
づ
く
り
の
根
幹
な
の

で
、
住
民
の
主
体
的
な
地
域

活
動
の
支
援
を
行
い
続
け

る
。

④
特
産
品
等
を
活
用
し
た
新

加
工
品
の
開
発
や
販
売
促
進

等
の
取
り
組
み
を
推
進
す

る
。

⑤
今
後
も
市
民
の
声
を
施
策

に
反
映
さ
せ
、
行
政
課
題
の

解
決
や
施
策
の
立
案
等
を
進

め
て
い
く
。

①
観
光
産
業
の
課
題
は
何
で

ど
う
取
組
み
、
観
光
戦
略
は

ど
う
考
え
て
い
る
か
。

②
観
光
客
を
増
や
す
た
め
の

情
報
発
信
を
ど
う
行
い
、
効

果
は
ど
う
現
れ
て
い
る
か
。

③
県
と
も
連
携
し
外
国
人
観

光
客
を
増
や
す
べ
き
だ
が
、

そ
の
現
状
と
対
策
は
。

④
旅
行
会
社
と
の
協
働
関
係

は
ど
う
行
い
、
そ
の
効
果
は

十
分
に
現
れ
て
い
る
か
。

⑤
本
市
の
主
な
観
光
拠
点
の

現
状
は
ど
う
で
、
そ
の
振
興

対
策
は
ど
う
考
え
て
い
る

か
。

①
⑤
現
状
は
観
光
客
が
少
な

く
集
客
力
の
向
上
が
課
題
。

　

毎
年
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ガ
イ
ド
を
育
成
し
て
お
り
、

来
年
度
ま
ち
あ
る
き
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
を
作
成
す
る
。

②
市
や
観
光
協
会
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
が
効
果
的
で
一
日
平

均
約
１
万
ア
ク
セ
ス
が
あ

る
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
活
用

効
果
。

③
県
観
光
連
盟
と
連
携
し
て

各
種
誘
客
促
進
活
動
や
広
報

宣
伝
活
動
で
誘
客
の
強
化
。

④
旅
行
代
理
店
を
通
じ
て
の

予
約
で
営
業
が
難
し
い
県
外

か
ら
の
誘
客
の
面
で
効
果
。

（
そ
の
他
の
質
問
）

※
指
定
管
理
者
制
度
の
適
切

な
運
用
に
つ
い
て

　

県
警
察
か
ら
県
内
各
駐
在

所
の
再
編
方
針
が
示
さ
れ
た

が
、
本
市
内
の
３
駐
在
所
も

空
き
家
に
な
る
見
通
し
で
あ

る
。

　

県
警
察
の
県
議
会
で
の
答

弁
に
よ
る
と
、
住
民
説
明
会

を
経
た
後
、
最
終
方
針
を
出

す
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　

今
回
の
再
編
計
画
が
今
日

の
社
会
情
勢
を
背
景
と
し
て

検
討
さ
れ
た
こ
と
は
理
解
で

き
る
が
、
駐
在
所
に
地
域
の

　
　

花
木
　
千
鶴
　
議
員

治
安
を
委
ね
て
き
た
住
民
に

は
不
安
感
が
募
る
。

　

せ
め
て
公
舎
と
し
て
、
宿

舎
利
用
し
て
も
ら
え
る
よ
う

県
警
察
に
要
請
す
べ
き
で
は

な
い
か
。

　

地
域
住
民
の
声
は
十
分
に

聞
い
て
い
る
の
で
、
日
置
警

察
署
長
に
対
し
て
も
、
住
民

の
要
望
を
伝
え
て
い
る
と
こ

ろ
だ
。

　

最
終
方
針
が
出
る
ま
で
、

県
警
察
へ
も
強
く
要
請
し
て

い
く
。

　

市
長
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
で

あ
っ
た
自
治
基
本
条
例
の
制

定
に
向
け
て
、
一
定
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
ま
で
示
し
て
い
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
突
然
、

条
例
で
な
く
指
針
の
よ
う
な

も
の
に
す
る
と
方
針
転
換
さ

れ
た
。

　

そ
も
そ
も
、
な
ぜ
自
治
基

本
条
例
を
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に

し
た
の
か
。

　

国
の
推
進
す
る
地
方
分
権

で
地
方
自
治
体
の
あ
り
方
が

大
き
く
変
化
す
る
中
、
多
く

の
ま
ち
が
自
治
基
本
条
例
を

制
定
し
て
い
る
。

　

条
例
は
法
的
拘
束
力
が
あ

り
遵
守
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
が
、
指
針
は
努
力
義
務
に

す
ぎ
な
い
。

　

条
例
を
「
指
針
」
に
代
え

て
、
市
長
が
か
ね
て
か
ら
目

指
し
て
い
る
「
自
立
の
し
く

み
づ
く
り
」
に
ど
の
よ
う
に

活
か
す
の
か
伺
う
。

　

市
民
と
一
体
化
し
た
ま
ち

づ
く
り
の
た
め
に
マ
ニ
フ
ェ

ス
ト
と
し
た
が
、
制
定
し
て

も
活
用
さ
れ
て
い
な
い
自
治

体
も
多
い
と
知
り
、
拘
束
力

の
な
い
指
針
に
す
る
こ
と
と

し
た
。

　

地
方
自
治
体
は
市
民
総
参

加
の
ま
ち
づ
く
り
が
必
要
。

　

共
生
協
働
の
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
を
誘
発
す
る「
指
針
」

は
、
指
宿
市
の
も
の
を
参
考

に
、
平
成
25
年
度
ま
で
に
作

成
す
る
。

　
　

佐
藤
　
彰
矩
　
議
員

　

今
回
の
県
の
計
画
で
は
、

御
門
前
橋
、
荒
瀬
橋
、
朝
日

橋
の
三
橋
の
架
け
替
え
を
は

じ
め
、
左
岸
側
を
中
心
に
約

12
メ
ー
ト
ル
の
拡
幅
に
な

る
。

　

事
業
費
も
莫
大
で
あ
り
、

地
元
地
権
者
の
理
解
と
協
力

が
何
よ
り
必
要
と
思
う
。

　

本
市
に
と
っ
て
歴
史
に
残

る
大
事
業
で
あ
り
、中
流
域
、

伊
集
院
地
域
の
中
心
部
に
お

け
る
神
之
川
改
修
は
こ
れ
が

最
後
に
な
る
と
考
え
る
。

　

こ
の
事
業
は
、
本
市
に

と
っ
て
地
域
の
活
性
化
、
川

を
生
か
し
た
歴
史
文
化
、
観

光
的
な
環
境
を
作
る
ア
イ

デ
ィ
ア
を
組
み
入
れ
る
ま
た

と
な
い
チ
ャ
ン
ス
で
あ
る
。

　

市
民
や
地
域
か
ら
あ
ら
ゆ

る
注
文
や
意
見
を
聞
き
な
が

ら
、
ア
イ
デ
ィ
ア
や
要
望
を

県
に
示
す
必
要
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
。

　

親
水
公
園
等
の
あ
り
方
な

ど
を
含
め
て
、
県
と
一
体
化

し
て
や
っ
て
い
か
な
け
れ
ば

い
け
な
い
。

　

防
災
上
の
問
題
や
親
水
的

な
川
の
両
面
が
あ
る
の
で
、

改
修
に
つ
い
て
は
県
と
十
分

打
ち
合
わ
せ
を
し
な
が
ら
進

め
た
い
。

　

長
引
く
社
会
不
況
や
大
型

店
進
出
、
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
の

撤
退
等
の
影
響
で
、
本
市
の

商
店
や
企
業
は
売
り
上
げ
が

伸
び
ず
今
後
休
業
・
廃
業
が

増
え
る
と
予
想
さ
れ
る
。

　

ま
た
経
営
者
の
高
齢
化
や

後
継
者
不
足
に
よ
り
、
商
店

街
の
空
洞
化
が
深
刻
な
問
題

に
な
っ
て
い
る
。

　

商
店
街
活
性
化
及
び
空
き

店
舗
対
策
に
つ
い
て
、
行
政

は
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
、
ど

の
よ
う
に
対
策
を
進
め
よ
う

と
考
え
て
い
る
か
。

　

市
と
し
て
で
き
る
部
分
が

ど
こ
な
の
か
、
家
賃
補
助
や

一
時
金
な
ど
、
い
ろ
ん
な
制

度
設
計
は
考
え
ら
れ
る
。

　

そ
う
い
っ
た
施
策
を
と
っ

て
い
る
と
こ
ろ
を
担
当
に
研

修
さ
せ
、
商
工
会
と
一
緒
に

な
っ
て
空
き
店
舗
対
策
を
考

え
て
い
き
た
い
。

　

地
域
に
お
け
る
中
心
地
街

の
活
性
化
と
い
う
意
味
で

は
、
一
つ
で
も
お
店
が
あ
る

ほ
う
が
に
ぎ
わ
っ
て
く
る
と

考
え
る
の
で
、
今
年
中
に
精

査
し
て
い
き
た
い
。

（
そ
の
他
の
質
問
）

※
溶
融
事
業
休
止
に
つ
い
て

日置市の活性化と住
みよい地域づくりを

【答弁】
安心安全に暮らせる日置市
を目指す

質問
1

神之川中流域の
改修は

【答弁】
県と一体となって推進して
いきたい

質問
1

廃止駐在所の宿舎利
用を

【答弁】
県警察に要請する

質問
1

商店街の活性化と
空き店舗対策は

【答弁】
関係機関と相互に連携して
支援していく

質問
2

本市の観光産業は

【答弁】
滞在型の観光客の増を図る

質問
2

自治基本条例を指針
に変えた理由は

【答弁】
拘束力のないものにしたい

質問
2

廃止された荻駐在所 小松帯刀の菩提寺園林寺跡

神之川中流域

田
畑

佐
藤

花
木

佐
藤

市
長

花
木

田
畑

市
長

市
長

市
長

市
長

市
長
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東
福
　
泰
則
　
議
員

　

安
心
安
全
な
街
づ
く
り
の

た
め
に
は
消
防
団
の
果
た
す

役
割
は
大
き
い
も
の
が
あ
る
。

　

非
常
備
消
防
と
し
て
の
団

員
の
確
保
は
、
各
地
区
大
変

苦
労
さ
れ
て
い
る
。

　

再
編
に
向
け
て
、
車
庫
の

新
設
や
ポ
ン
プ
車
の
導
入
が

進
め
ら
れ
て
き
て
い
る
。

　

そ
の
中
で
、
各
方
面
団
の

団
員
定
数
の
見
直
し
や
定
年

制
の
考
え
は
な
い
か
。

　

ま
た
、
消
火
栓
の
設
置
や

防
火
水
槽
の
新
設
及
び
補
修

は
、
要
望
ど
お
り
進
ん
で
い

る
の
か
伺
う
。

　

定
数
６
１
３
人
に
対
し
５

６
８
人
で
45
人
不
足
し
て
い

る
現
状
で
あ
る
。

　

不
足
し
て
い
る
分
に
つ
い

て
は
年
次
的
に
充
足
す
る
よ

う
努
め
て
い
く
。

　

伊
集
院
地
域
の
分
団
再
編

に
お
い
て
は
、
基
本
的
に
小

学
校
区
ご
と
に
分
団
を
結
成

し
て
団
員
の
確
保
を
図
り
た

い
。

　

消
火
栓
の
設
置
は
、
各
地

域
年
に
３
基
程
度
を
新
設
補

修
し
て
い
る
。

　

防
火
水
槽
は
、
22
年
度
東

市
来
地
域
に
１
基
建
設
、
地

区
振
興
計
画
に
挙
が
っ
て
い

る
も
の
に
つ
い
て
は
、
中
山

間
総
合
整
備
事
業
等
を
使
っ

て
整
備
し
て
い
き
た
い
。

　

民
間
活
力
を
利
用
し
、
江

口
浜
荘
跡
地
に
共
同
企
業
体

と
し
て
「
え
ぐ
ち
家
」
が
完

成
し
て
、
半
年
近
く
に
な
る

が①
地
元
の
雇
用
者
数
は
。

②
地
域
農
水
産
物
の
利
用
は
。

③
温
泉
施
設
の
利
用
状
況
は
。

④
地
元
の
飲
食
店
組
合
と
の

連
携
は
。

⑤
運
動
公
園
施
設
を
利
用
し

た
各
種
大
会
や
キ
ャ
ン
プ
宿

泊
等
の
現
状
は
。

①
雇
用
に
つ
い
て
は
、
36
人

中
23
人
が
市
民
（
64
％
）。

②
地
域
農
産
物
の
利
用
に
つ

い
て
は
、
２
割
程
度
蓬
莱
館

か
ら
利
用
。

③
入
浴
者
数
は
１
日
平
均
１

０
０
人
程
度
、
延
べ
２
０
０

０
人
。

④
連
携
に
つ
い
て
は
、
２
月

仕
出
屋
と
連
携
し
て
昼
食
を

提
供
。

⑤
大
学
生
や
高
校
生
合
宿
等

で
延
べ
４
８
１
人
が
利
用
。

　

ま
た
、
少
年
野
球
、
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
か
ら
２
６

２
人
の
予
約
状
況
で
あ
る
。

　

今
後
も
要
望
等
を
「
え
ぐ

ち
家
」
に
伝
え
て
い
く
。

　
　

池
満
　
　
渉
　
議
員

　

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
の
長
年
の

本
市
へ
の
貢
献
に
感
謝
し
て

今
回
の
問
題
で
何
を
教
訓
と

す
る
か
。

　

ま
ず
は
関
係
者
の
再
就
職

先
の
世
話
な
ど
、
そ
の
対
策

は
当
然
で
あ
る
が
、
今
後
予

測
さ
れ
る
減
収
の
補
て
ん
を

ど
う
す
る
か
。

　

そ
の
一
つ
、
利
用
者
が

減
っ
て
い
る
三
号
線
回
り
の

空
港
バ
ス
事
業
は
、
こ
の
ま

ま
で
よ
い
か
。　

　

市
条
例
の
工
場
等
立
地
促

進
補
助
金
は
、
雇
用
予
定
人

数
・
投
資
額
の
引
き
下
げ
、

工
業
団
地
以
外
の
立
地
で
も

支
援
で
き
る
よ
う
に
す
る
な

ど
運
用
を
見
直
す
べ
き
で
は

な
い
か
。

　

企
業
誘
致
と
あ
わ
せ
、
地

場
の
企
業
の
育
成
も
大
事
だ

が
ど
う
取
り
組
む
か
。

　

創
業
の
促
進
は
、
中
小
企

業
政
策
の
柱
で
あ
る
。

　

み
そ
ス
ー
プ
・
そ
ば
ク
ッ

キ
ー
と
地
元
産
大
豆
を
使
っ

た
豆
腐
・
惣
菜
製
造
な
ど
は

も
う
一
押
し
で
起
業
で
き
そ

う
だ
が
、
雇
用
創
出
の
た
め

に
市
内
外
か
ら
起
業
家
と
そ

の
ア
イ
デ
ィ
ア
の
募
集
を
し

て
行
政
が
で
き
る
援
助
は
何

か
。

　

新
た
な
産
業
を
作
り
出
す

努
力
も
必
要
で
は
。

　

減
収
補
て
ん
は
行
財
政
改

革
の
更
な
る
徹
底
と
、
各
種

事
業
の
見
直
し
と
ス
ク
ラ
ッ

プ
＆
ビ
ル
ド
。

　

歳
出
は
限
度
額
を
掲
げ
て

そ
の
枠
内
で
執
行
。

　

最
小
の
経
費
で
最
大
の
効

果
を
上
げ
ら
れ
る
よ
う
努
力

し
て
い
く
。

　

24
年
度
の
空
港
バ
ス
路
線

は
、
１
便
増
や
し
補
助
限
度

額
を
半
額
と
し
実
施
。

　

今
後
は
利
用
状
況
を
見
て

年
度
毎
の
契
約
と
す
る
。

　

工
場
等
立
地
促
進
補
助
金

は
、
工
業
団
地
の
用
地
も
残

り
少
な
い
こ
と
か
ら
立
地
場

所
の
指
定
を
見
直
し
他
の
項

目
も
利
用
し
や
す
い
運
用
と

し
た
い
。

　

進
出
企
業
等
で
構
成
す
る

異
業
種
交
流
懇
話
会
の
情
報

交
換
・
技
術
交
流
を
密
に
し

て
、
官
民
一
体
と
な
っ
た
地

元
企
業
の
育
成
発
展
に
取
り

組
む
。

　

地
元
の
産
品
を
使
っ
た
食

品
な
ど
の
開
発
は
、
市
内
８

つ
の
物
産
館
で
販
売
し
、
更

な
る
販
路
拡
大
に
努
め
雇
用

創
出
に
つ
な
げ
た
い
。

　

起
業
ア
イ
デ
ア
の
募
集
な

ど
、
創
業
の
促
進
は
ど
の
よ

う
な
取
り
組
み
が
可
能
か
、

研
究
し
た
い
。

①
地
域
主
権
一
括
法
の
施
行

に
伴
い
、
県
か
ら
様
々
な
権

限
が
移
譲
さ
れ
る
が
、
市
の

受
け
入
れ
体
制
は
ど
う
か
。

　

特
に
、
農
地
法
や
社
会
福

祉
法
の
権
限
移
譲
は
ど
う

か
。

②
県
道
整
備
で
は
、
県
と
の

連
携
が
、
早
期
着
工
・
完
工

へ
の
早
道
と
な
る
が
、
ど
う

な
っ
て
い
る
か
。

　

ま
た
、
県
内
の
他
の
地
域

と
比
べ
、
県
道
整
備
が
遅
れ

　
出
水
　
賢
太
郎
　
議
員

て
い
る
と
思
う
が
、
市
長
は

県
に
対
し
、
ど
の
よ
う
に
要

望
し
て
い
る
の
か
。

　
　①

権
限
移
譲
に
つ
い
て
、
農

地
法
の
関
係
は
、
現
状
の
ま

ま
で
い
い
と
考
え
る
。

　

社
会
福
祉
法
の
関
係
は
、

来
年
４
月
か
ら
移
譲
さ
れ
る

が
、
人
員
配
置
や
財
源
に
問

題
が
あ
る
。

　

国
・
県
と
協
議
し
、
専
門

職
員
の
育
成
を
図
り
な
が
ら

対
応
し
た
い
。

②
市
内
の
県
道
整
備
は
、
他

の
地
域
と
比
べ
、
予
算
配
分

が
少
な
い
の
は
指
摘
の
通
り

だ
が
、
現
在
の
進
ち
ょ
く
率

は
、
養
母
長
里
線
の
古
市
地

区
が
90
％
、
伊
集
院
日
吉
線

の
郡
地
区
が
60
％
、
麦
生
田

地
区
が
30
％
、
鹿
児
島
東
市

来
線
の
美
山
地
区
が
60
％
の

状
況
で
あ
る
。

　

今
後
は
、
通
行
量
や
混
雑

率
等
の
デ
ー
タ
を
示
し
な
が

ら
、
要
望
を
続
け
た
い
。

　

未
着
工
区
間
は
、
地
権
者

の
同
意
が
第
一
で
、
地
域
住

民
の
協
力
も
必
要
で
あ
る
。

　

本
市
は
川
内
原
発
か
ら
30

㎞
圏
内
に
位
置
し
、
原
発
事

故
発
生
時
は
早
急
な
避
難
が

求
め
ら
れ
る
。

　

い
ち
き
串
木
野
市
な
ど

は
、
自
治
会
ご
と
に
細
か
な

避
難
計
画
を
作
っ
て
い
る

が
、本
市
の
対
応
は
ど
う
か
。 　

原
発
へ
の
対
応
は
、
県
や

近
隣
の
自
治
体
と
の
協
議
も

必
要
だ
が
、ど
う
考
え
る
か
。

　

県
は
20
㎞
以
内
で
暫
定
の

避
難
計
画
を
策
定
し
、
オ
フ

サ
イ
ト
セ
ン
タ
ー
も
東
市
来

の
消
防
学
校
に
設
置
予
定
だ

が
、
ま
だ
正
式
に
本
市
へ
連

絡
は
な
い
。

　

本
市
は
、
県
が
避
難
区
域

（
Ｅ
Ｐ
Ｚ
）
を
30
㎞
に
変
更

し
た
段
階
で
、
防
災
計
画
の

見
直
し
を
図
る
予
定
で
あ
る
。

（
そ
の
他
の
質
問
）

※
県
と
連
携
し
た
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推
進

消防行政の見直しと
消防設備の整備は

【答弁】
定数の見直しや、定年制の
考えはない

質問
1

パナソニック撤退を
どう生かすか

【答弁】
地場産品を活かした新産業
の発掘も

質問
1

「えぐち家」の現状
と今後は

【答弁】
要望等を伝えていく

質問
2

県と市の連携は取れ
ているか

【答弁】
要望と連携の強化を図りた
い

質問
1

原発事故発生時の避
難体制はどうか

【答弁】
今後、防災計画の見直しを
図る

質問
2

早期改良が望まれる麦生田交差点付近 特産品が並ぶ物産館

昨年オープンしたえぐち家

東
福

池
満

市
長

市
長

東
福

出
水

出
水

市
長

市
長

市
長
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坂
口
　
洋
之
　
議
員

　

高
齢
化
が
進
む
中
で
医
療

費
抑
制
は
急
務
で
あ
る
。

　

市
民
へ
の
負
担
が
限
界
の

中
で
医
療
費
は
今
後
伸
び
続

け
る
。

　

病
気
の
早
期
発
見
、
早
期

治
療
、
健
康
づ
く
り
は
重
要

で
あ
る
。

　

特
定
健
診
受
診
率
の
今
年

度
の
実
績
は
ど
う
か
。

　

24
年
度
国
の
目
標
65
％
達

成
に
向
け
て
の
新
た
な
施
策

は
何
か
。

　

社
会
保
険
か
ら
国
保
に
移

行
し
重
症
化
す
る
ケ
ー
ス
も

あ
り
、
働
き
盛
り
の
世
代
の

健
康
管
理
が
重
要
で
あ
る
。

　

医
師
会
・
自
治
会
・
企
業

と
の
連
携
を
今
後
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
く
の
か
。

　

国
保
会
計
に
お
い
て
は
高

齢
化
に
伴
い
、
被
保
険
者
が

３
０
０
人
減
少
し
て
い
る
が

医
療
費
は
逆
に
２
５
０
０
万

円
増
加
し
て
い
る
。

　

特
定
健
診
の
実
績
は
、
22

年
度
で
28
・
１
％
。

　

今
年
度
は
健
診
の
個
人
負

担
の
無
料
化
、
看
護
師
２
人

を
配
置
や
未
受
診
者
の
訪
問

・
電
話
指
導
を
実
施
し
、
受

診
率
が
県
平
均
を
上
回
る
よ

う
努
力
し
た
い
。

　

医
師
会
と
連
携
し
、
特
定

健
診
受
診
率
の
30
％
未
満
の

自
治
会
約
50
カ
所
の
総
会
等

で
、
特
定
健
診
の
必
要
性
、

医
療
費
抑
制
へ
の
啓
発
活
動

を
実
施
す
る
。

　

14
の
企
業
に
も
訪
問
し
啓

発
に
努
め
る
。

　

教
育
基
本
法
改
正
の
中

で
「
伝
統
文
化
の
尊
重
」
と

い
う
こ
と
で
中
学
校
１
、
２

年
生
の
剣
道
、
柔
道
、
ダ
ン

ス
の
必
修
化
が
ス
タ
ー
ト
す

る
。

　

全
国
的
に
は
、
柔
道
を
選

択
す
る
ケ
ー
ス
が
多
い
よ
う

だ
が
、
学
校
で
の
死
亡
事
故

や
重
症
化
す
る
ケ
ー
ス
も
多

く
、
指
導
者
や
保
護
者
か
ら

も
安
全
性
に
つ
い
て
心
配
の

声
が
あ
る
。

　

柔
道
の
実
施
に
当
た
っ
て

の
安
全
対
策
に
つ
い
て
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

　

こ
れ
ま
で
も
柔
道
を
選
択

す
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
、
実
施

に
当
た
っ
て
は
指
導
者
の
研

修
、
武
道
場
の
安
全
対
策
と

し
て
マ
ッ
ト
等
を
設
置
す

る
。

　

今
後
は
外
部
指
導
者
に
つ

い
て
も
検
討
し
た
い
。

　
　

　

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
は
営
業
悪

化
を
理
由
に
、
２
年
後
日
置

工
場
撤
退
を
決
め
、
リ
ス
ト

ラ
を
進
め
て
い
る
。

　

し
か
し
、
営
業
利
益
は
３

０
０
億
円
の
黒
字
（
２
０
１

２
年
）
で
あ
る
。

　

そ
れ
を
上
回
る
営
業
外
損

失
（
リ
ス
ト
ラ
費
用
な
ど
）

を
一
気
に
計
上
し
た
こ
と
に

よ
り
、
赤
字
に
な
っ
て
い
る

だ
け
で
あ
る
。

　

つ
く
ら
れ
た
赤
字
を
理
由

　
　
山
口
　
初
美
　
議
員

に
リ
ス
ト
ラ
を
し
て
い
る
の

は
許
せ
な
い
。

　

ま
た
、
巨
額
の
内
部
留
保

を
た
め
込
ん
で
お
り
、
そ
の

一
部
を
活
用
す
る
だ
け
で
、

雇
用
は
十
分
維
持
で
き
る
は

ず
で
あ
る
。

　

社
会
的
責
任
を
果
た
さ
せ

る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

ま
た
、
こ
の
よ
う
な
大
企

業
の
身
勝
手
な
リ
ス
ト
ラ
や

工
場
撤
退
を
規
制
し
よ
う
と

し
な
い
国
の
あ
り
方
を
ど
う

見
る
か
。

　

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
社
全
体
の

成
長
戦
略
は
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク

自
身
で
判
断
さ
れ
る
べ
き
。

　

国
に
お
い
て
も
雇
用
の
安

定
を
は
か
る
た
め
の
さ
ま
ざ

ま
な
施
策
を
講
じ
て
い
た
だ

き
、
働
く
人
の
不
安
を
取
り

除
き
安
心
し
て
働
け
る
社
会

の
実
現
に
努
め
ら
れ
た
い
。

　

国
へ
も
雇
用
対
策
を
要
望

し
て
い
き
た
い
。

　

国
内
の
原
発
で
動
い
て
い

る
の
は
現
在
２
基
だ
け
で
、

九
州
電
力
は
す
べ
て
止
ま
っ

て
い
る
が
電
気
は
足
り
て
い

る
。

　

福
島
原
発
事
故
か
ら
１

年
。
原
発
か
ら
の
撤
退
を
求

め
る
世
論
と
運
動
は
大
き
く

発
展
し
、
３
・
11
さ
よ
な
ら

原
発
か
ご
し
ま
パ
レ
ー
ド
と

集
会
に
は
93
団
体
２
０
０
０

人
が
集
結
し
た
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
立
場
や
思

想
、
世
代
を
超
え
て
広
範
な

人
々
が
共
同
し
て
、
全
国
で

デ
モ
や
パ
レ
ー
ド
、
集
会
な

ど
成
功
さ
せ
て
い
る
。

　

福
島
の
事
故
を
繰
り
返
さ

な
い
た
め
に
は
、
再
稼
働
を

許
し
て
は
な
ら
な
い
と
考
え

る
が
、
市
長
の
考
え
は
。

　

安
全
神
話
が
崩
れ
た
以

上
、
段
階
的
に
廃
炉
に
す
べ

き
と
考
え
る
。

（
そ
の
他
の
質
問
）

※
中
学
校
卒
業
ま
で
の
子
ど

も
医
療
費
の
無
料
化
と
病
院

窓
口
で
の
無
料
化
に
つ
い
て

※
国
保
税
に
つ
い
て

　

大
園
　
貴
文
　
議
員

　

平
成
24
年
度
か
ら
新
し
く

始
ま
る
本
事
業
に
つ
い
て
目

的
で
あ
る
過
疎
地
域
（
東
市

来
・
日
吉
・
吹
上
）
の
解
消

に
向
け
て
、
対
象
者
を
市
外

か
ら
の
移
住
定
住
者
に
限
定

せ
ず
市
内
在
住
者
も
対
象
と

し
て
補
助
金
交
付
対
象
と
す

べ
き
と
考
え
る
が
。

　

過
疎
地
域
に
お
け
る
定
住

促
進
を
図
る
た
め
、
市
外
か

ら
本
市
へ
転
入
者
に
住
宅
の

新
築
・
中
古
住
宅
等
を
購
入

し
た
世
帯
責
任
者
に
対
し
て

補
助
金
を
支
給
す
る
。

　

今
回
は
、
本
市
全
体
の
人

口
増
の
観
点
か
ら
市
外
の
移

住
者
を
対
象
に
し
、
３
年
間

の
実
績
を
踏
ま
え
市
民
の
声

を
聞
き
次
の
段
階
で
制
度
設

計
の
見
直
し
を
検
討
す
る
。

　

平
成
19
年
に
検
討
す
る
と

市
長
答
弁
だ
っ
た
が
、
伊
集

院
駅
整
備
が
始
ま
る
中
で
、

地
域
間
交
流
や
観
光
・
商
工

業
の
振
興
ま
た
交
通
弱
者
を

守
る
た
め
に
、
公
共
交
通
会

議
で
空
港
バ
ス
・
観
光
周
遊

バ
ス
等
利
用
者
が
見
込
め
な

い
現
状
か
ら
、
な
ぜ
交
通
政

策
の
見
直
し
を
検
討
し
な

か
っ
た
の
か
。

　

空
港
バ
ス
に
つ
い
て
は
、

１
年
間
の
実
績
を
踏
ま
え
廃

止
も
視
野
に
し
て
い
る
。

　

市
周
遊
バ
ス
の
運
行
は
、

市
民
の
利
便
性
も
向
上
し
交

流
も
図
ら
れ
る
と
考
え
る
の

で
、
今
後
公
共
交
通
会
議
に

図
り
関
係
者
の
意
見
を
聞
い

て
と
り
ま
と
め
た
い
。

（
そ
の
他
の
質
問
）

※
防
災
行
政
無
線
・
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
無
線
整
備
に
つ

い
て

※
適
正
な
固
定
資
産
評
価
替

え
に
つ
い
て

坂
口

坂
口

市
長

市
長

市
長

市
長

市
長

市
長

大
園

山
口

山
口

各種健診・受診率向
上で医療費抑制を

【答弁】
医療費は年間２５００万円程
度増加

質問
1

４月からの武道必修
化への安全対策を

【答弁】
授業での指導事故はない

質問
2

つくられた赤字での
リストラを許すな

【答弁】
雇用の継続をお願いしてい
きたい

質問
1

原発の再稼働を許し
てはならない

【答弁】
再稼働は住民の理解が必要

質問
2

定住促進対策事業の
対象者は

【答弁】
市外からの移住定住者を対
象

質問
1

大
園 市周遊巡回バスの事

業計画は

【答弁】
24年度実績を含め公共交通
会議に提案

質問
2

柔道の授業風景

議員が提案した周遊バス構想

3・11 さよなら原発かごしま集会
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門
松
　
慶
一
　
議
員

　

１
８
２
人
の
退
職
者
が
決

定
し
、
関
連
企
業
を
含
め
る

と
約
２
千
人
に
影
響
が
あ
る

と
い
わ
れ
て
い
る
。

　

今
後
の
雇
用
の
問
題
は
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

　

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
日
置
工
場

閉
鎖
に
伴
い
、
市
・
県
・
国

に
よ
る
合
同
対
策
会
議
に
お

い
て
雇
用
対
策
に
取
り
組
ん

で
お
り
、
雇
用
確
保
の
県
の

対
応
と
し
て
は
、
11
月
に
県

中
小
企
業
団
体
中
央
会
な
ど

県
経
済
関
連
５
団
体
に
対
し

て
、
雇
用
支
援
を
要
請
し
た

ほ
か
、
県
の
誘
致
企
業
で
構

成
す
る
企
業
な
ど
に
雇
用
確

保
の
協
力
を
要
請
し
た
。

　

市
に
お
い
て
も
、
異
業
種

交
流
懇
話
会
、商
工
会
会
員
、

鹿
児
島
建
設
業
協
会
日
置
支

部
の
企
業
に
対
し
て
雇
用
確

保
の
協
力
を
要
請
し
た
結

果
、
２
月
15
日
現
在
で
、
県

と
市
の
要
請
分
合
わ
せ
て
57

社
約
２
１
０
人
分
の
受
け
入

れ
企
業
の
協
力
を
い
た
だ
い

た
。

　

ま
た
、
雇
用
対
策
の
相
談

窓
口
と
し
て
は
、
１
月
10
日

か
ら
市
役
所
内
に
特
別
相
談

窓
口
を
設
け
た
ほ
か
、
県
は

雇
用
労
政
課
内
に
労
働
相
談

窓
口
を
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
伊

集
院
内
に
は
特
別
相
談
窓
口

を
設
け
た
。

　

市
と
し
て
は
、
雇
用
対
策

の
一
環
と
し
て
10
人
程
度
の

臨
時
雇
用
を
検
討
し
て
い

る
。

　
　
　

成
田
　
浩
　
議
員

　

農
家
は
厳
し
い
自
然
を
相

手
に
ひ
た
す
ら
農
業
に
頑

張
っ
て
も
、
収
穫
時
に
鳥
獣

被
害
を
受
け
る
こ
と
に
よ
り
、

営
農
意
欲
は
減
退
し
、
耕
作

放
棄
地
の
増
加
等
を
も
た
ら

し
て
い
る
。

　

被
害
額
と
し
て
数
字
に
表

さ
れ
る
以
上
に
、
農
家
に
深

刻
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。

　

防
止
柵
等
の
設
置
と
猟
友

会
の
人
た
ち
と
の
協
力
で
一

年
を
通
じ
て
の
駆
除
を
し
、

捕
獲
体
制
を
確
立
し
、
円
滑

か
つ
積
極
的
な
有
害
鳥
獣
捕

獲
活
動
を
、
推
進
し
、
的
確

な
対
応
が
今
後
も
で
き
る
の

か
伺
う
。

　

猟
友
会
へ
の
援
助
は
ど
う

さ
れ
て
い
る
の
か
伺
う
。

　

近
年
鳥
獣
被
害
が
多
く
な

り
、
農
家
の
方
々
も
困
っ
て

い
る
。

　

猟
友
会
と
協
力
し
、
連
携

を
取
り
な
が
ら
、
被
害
防
止

に
当
た
っ
て
い
く
が
、
高
齢

化
で
人
数
の
確
保
が
難
し

く
、
銃
器
の
所
持
保
管
の
問

題
も
あ
る
。

　

森
林
組
合
、
Ｊ
Ａ
さ
つ
ま

日
置
、
市
職
員
、
議
員
に
も

手
伝
っ
て
も
ら
い
、
地
域
ぐ

る
み
で
対
応
し
、
精
鋭
部
隊

を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
。

　

猟
友
会
へ
の
委
託
費
に
つ

い
て
は
、
上
乗
せ
を
し
て
支

援
し
て
い
く
。

　

諸
維
持
費
に
対
す
る
減
免

措
置
は
考
慮
し
て
い
く
。

　

日
本
た
ば
こ
産
業
が
、
企

業
施
策
で
葉
た
ば
こ
の
市
場

縮
小
を
背
景
に
廃
作
者
を
募

集
し
た
ら
、
市
内
の
14
農
家

の
う
ち
７
農
家
が
応
じ
た
。

　

農
地
の
転
作
、
保
全
、
保

管
を
ど
う
す
る
の
か
。
農
家

の
就
農
意
欲
向
上
、
農
業
の

６
次
産
業
化
で
、
ま
ち
お
こ

し
な
ど
へ
、
市
の
援
助
を
期

待
し
た
い
。

　

ま
た
、
共
同
乾
燥
施
設
の

再
利
用
に
つ
い
て
伺
う
。

　

転
作
農
家
の
す
べ
て
の
農

地
が
、
転
作
で
き
て
い
る
。

　

水
稲
や
大
豆
な
ど
で
荒
廃

す
る
農
地
は
な
い
。

　

優
れ
た
農
業
技
術
が
あ
り

心
配
い
ら
な
い
。

　

共
同
乾
燥
施
設
跡
地
の
問

題
は
、
早
急
に
検
討
し
て
い

く
。

　

農
林
水
産
業
は
大
事
で
あ

る
が
、
国
策
が
不
透
明
で
あ

る
の
で
、情
報
を
収
集
し
て
、

日
置
市
に
合
っ
た
農
業
施
策

を
や
っ
て
い
く
。

　

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
閉
鎖
に

よ
っ
て
、
商
業
活
動
な
ど
地

域
経
済
に
与
え
る
影
響
は
大

き
い
。

　

予
想
さ
れ
る
地
域
経
済
の

落
ち
込
み
の
状
況
と
こ
れ
か

ら
の
考
え
方
は
。

　

予
想
さ
れ
る
地
域
経
済
の

影
響
額
が
年
間
で
約
15
億
円

と
試
算
し
て
お
り
、
商
工
会

に
特
別
相
談
窓
口
を
設
け
、

金
融
相
談
、
あ
っ
せ
ん
、
経

営
安
定
の
相
談
支
援
、
取
引

先
情
報
の
提
供
な
ど
商
工
会

の
指
導
員
と
事
業
に
よ
っ
て

は
、
弁
護
士
や
税
理
士
な
ど

の
専
門
家
と
連
携
を
図
っ
て

相
談
に
対
応
し
て
い
る
。

（
そ
の
他
の
関
連
質
問
）

※
住
民
税
・
法
人
税
・
固
定

資
産
税
等
の
市
税
の
減
収
の

影
響
は
。

※
２
年
後
の
問
題
で
あ
る

が
、
工
場
跡
地
の
問
題
を
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

　

約
２
千
世
帯
、
４
４
０
０

人
の
湯
田
地
区
は
、
緊
急
時

の
避
難
所
で
も
あ
る
総
合
福

祉
セ
ン
タ
ー
の
一
部
を
活
動

拠
点
と
し
て
い
る
。

　

共
生
・
協
働
の
住
民
意
識

向
上
と
集
約
の
場
と
し
て
充

実
が
求
め
ら
れ
、
以
前
、
商

工
会
館
利
用
の
話
も
あ
っ
た

が
、
今
後
の
見
通
し
は
。

　
　
西
薗
　
典
子
　
議
員

　

狭
さ
と
使
い
勝
手
が
悪
い

と
い
う
こ
と
で
、
商
工
会
館

の
共
用
を
提
案
、
自
由
に
使

え
な
い
な
ら
現
状
が
良
い
と

の
答
え
を
も
ら
っ
た
経
緯
が

あ
る
。

　

今
後
、
全
体
の
状
況
を
見

な
が
ら
調
整
を
図
る
が
、
専

用
の
館
は
、
財
政
的
に
課
題

が
あ
り
、
慎
重
に
検
討
す
る
。

　

９
月
議
決
さ
れ
た
医
療
法

人
が
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

青
松
園
を
管
理
で
き
ず
、
公

募
作
業
に
不
参
加
だ
っ
た
社

会
福
祉
法
人
が
管
理
者
に
な

る
の
は
公
募
と
い
え
る
の
か
。

　

募
集
要
項
の
応
募
資
格
は
、

特
老
の
経
験
や
医
療
と
の
共

同
企
業
体
を
求
め
る
厳
し
い

条
件
で
、
決
定
と
大
き
な
矛

盾
が
あ
る
が
、
な
ぜ
そ
ん
な

厳
し
い
条
件
を
つ
け
た
か
。

　

利
用
料
金
収
入
の
中
か
ら

市
に
納
付
す
る
制
度
を
示
し

な
が
ら
、
備
品
の
減
価
償
却

費
な
ど
国
・
県
の
指
導
で
２

施
設
の
納
付
金
額
を
変
え
た

が
、
事
実
の
説
明
と
、
今
後

の
他
施
設
へ
の
影
響
は
。

　

青
松
園
は
年
間
数
千
万
円

の
黒
字
経
営
で
、
社
会
福
祉

法
人
は
税
免
除
だ
が
、
財
政

的
に
手
放
さ
な
い
方
が
、
市

に
良
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

　

２
施
設
の
一
体
的
管
理
の

形
で
進
め
ら
れ
、
グ
ル
ー
プ

全
体
で
取
り
組
む
と
い
う
提

案
で
、
社
会
福
祉
法
人
を
追

加
し
た
公
募
の
経
緯
で
あ
る
。 　

募
集
要
項
は
、
広
く
県
内

法
人
に
公
募
に
参
加
し
て
い

た
だ
く
目
的
で
つ
く
っ
た
。

　

今
回
は
事
業
者
が
営
繕
も

負
担
す
る
と
い
う
前
提
で
、

減
価
償
却
費
を
含
め
た
２
施

設
年
１
千
万
円
の
使
用
料
で

あ
る
。

　

今
後
は
、
他
施
設
も
検
討

せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　

健
康
・
福
祉
の
特
別
な
施

設
で
あ
り
、
毎
年
経
営
な
ど

チ
ェ
ッ
ク
し
て
市
に
報
告
す

る
機
関
を
つ
く
る
。

　

基
本
的
に
、
日
吉
地
域
に

２
施
設
を
残
す
こ
と
と
雇
用

促
進
な
ど
多
面
的
に
考
え
て

最
終
判
断
し
た
。

門
松

市
長

市
長

市
長

市
長

門
松

成
田

成
田

市
長

市
長

西
薗

西
薗

パナソニック閉鎖で
今後の雇用は

【答弁】
雇用確保の協力を要請

質問
1

鳥獣被害に対する
予防対策は

【答弁】
自主防衛対策を地域ぐるみ
で

質問
1

葉たばこ耕作者の
廃転作の今後は

【答弁】
日 置 市 に あ う 農 業 施 策 を
やっていく

質問
2

地域経済に与える影
響は

【答弁】
経営安定のために対応して
いく

質問
2

共同乾燥施設の跡地活用は？

湯田地区公民館整備
の見通しは

【答弁】
市社会福祉協議会と調整を

質問
1

市診療所と青松園の
指定管理は

【答弁】
総合的に考え、最終判断し
た

質問
2

伊集院地域の商店街

湯田地区公民館の内部
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【
視
察
目
的
】

　

政
策
提
案
型
の
議
会
や
、

市
民
に
信
頼
さ
れ
る
議
会
を

更
に
推
進
す
る
な
ど
議
会
機

能
を
高
め
る
手
立
て
と
な
る

議
会
基
本
条
例
に
つ
い
て
調

査
研
究
す
る
た
め
、
す
で
に

制
定
し
て
い
る
両
市
議
会
を

研
修
視
察
し
た
。

���

議
長
へ
の
報
告

　

急
激
に
進
行
す
る
少
子
高

齢
化
社
会
や
ひ
っ
迫
し
て
い

く
財
政
状
況
、
ま
た
今
後
加

速
す
る
地
域
主
権
改
革
に
対

応
し
て
い
く
た
め
、
行
政
の

チ
エ
ッ
ク
機
能
の
役
割
を
十

分
に
果
た
し
な
が
ら
住
民
の

意
思
を
反
映
し
た
政
策
提
案

型
議
会
や
開
か
れ
た
議
会
運

営
な
ど
市
民
に
信
頼
さ
れ
る

議
会
づ
く
り
に
努
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
そ
の
指

針
と
な
る
議
会
基
本
条
例
に

つ
い
て
、
こ
れ
か
ら
全
議
員

で
制
定
の
意
義
や
条
例
の
目

的
に
つ
い
て
さ
ら
に
研
修
を

重
ね
て
取
り
組
ん
で
い
く
必

要
が
あ
る
。

※
行
政
視
察
結
果
を
受
け

て
、
本
市
議
会
で
も
議
会
基

本
条
例
に
つ
い
て
制
定
も
視

野
に
今
後
協
議
し
て
い
く
こ

と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

県
内
で
条
例
を
制
定
し
て

い
る
市
議
会
は
、
薩
摩
川
内

市
や
霧
島
市
な
ど
３
市
あ

る
。

　
　

黒
田
　
澄
子
　
議
員

　

阪
神
淡
路
大
震
災
で
は
、

地
震
に
よ
る
死
者
の
９
割
が

住
宅
等
の
倒
壊
が
原
因
で
あ

り
、
国
は
建
築
物
の
耐
震
改

修
の
法
律
を
作
り
、
計
画
策

定
し
た
自
治
体
の
耐
震
診
断

改
修
に
２
分
の
１
の
助
成
を

行
な
っ
て
き
た
。

　

ま
た
、
策
定
に
は
約
１
千

万
円
か
か
る
た
め
21
年
度
補

正
予
算
で
１
０
０
％
助
成
を

行
い
、
い
ち
き
串
木
野
市
等

も
こ
の
時
、
策
定
し
た
。

　

本
市
は
未
策
定
だ
が
、
な

ぜ
１
０
０
％
補
助
事
業
を
利

用
し
な
か
っ
た
か
。

　

ま
た
、
今
後
策
定
の
計
画

は
な
い
か
。

 

　

地
震
の
被
害
防
止
の
た
め

に
、
建
物
の
耐
震
改
修
を
す

す
め
る
事
は
不
可
欠
で
あ

り
、
策
定
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
理
解
し
て
い
た
。

　

国
が
１
０
０
％
補
助
す
る

有
利
な
事
業
が
あ
る
時
に
、

策
定
し
な
か
っ
た
こ
と
は
、

お
詫
び
す
る
。

　

国
の
事
業
等
を
利
用
し

て
、
24
年
度
に
計
画
策
定
を

行
う
。

　

今
後
、
提
案
さ
れ
る
事
業

等
の
財
源
根
拠
を
し
っ
か
り

把
握
し
て
い
く
よ
う
努
め

る
。

　

厚
労
省
は
今
年
度
、
母
子

手
帳
の
改
定
を
行
う
。

　

母
子
手
帳
は
70
年
の
歴
史

が
あ
り
、
10
年
ご
と
に
改
定

さ
れ
て
き
た
。

　

今
回
の
改
定
で
、
胆
道
閉

鎖
症
の
便
の
カ
ラ
ー
カ
ー
ド

と
任
意
接
種
ワ
ク
チ
ン
の
紹

介
と
接
種
記
録
票
が
導
入
さ

れ
た
。

　

改
定
前
に
配
布
さ
れ
た
手

帳
に
は
、
こ
れ
ら
の
添
付
が

な
い
が
、
市
は
ど
う
対
応
さ

れ
る
つ
も
り
か
。

　

ま
た
、
震
災
等
で
手
帳
が

な
く
な
り
、
ワ
ク
チ
ン
接
種

の
情
報
が
わ
か
ら
く
な
っ
た

子
ど
も
た
ち
も
お
り
、
市
も

こ
れ
ら
の
情
報
を
保
存
で
き

な
い
か
。

　

カ
ー
ド
が
必
要
な
４
か
月

児
と
妊
婦
さ
ん
に
は
送
付

し
、希
望
者
に
は
配
布
す
る
。

　

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
情
報

は
、
市
で
も
保
存
し
て
あ
る

た
め
、
災
害
等
で
紛
失
し
た

際
は
情
報
提
供
で
き
る
よ
う

に
す
る
。

（
そ
の
他
の
質
問
）

＊
コ
ン
ビ
ニ
納
付
の
あ
り
方

＊
県
か
ら
の
権
限
移
譲

学校の社会科見学や自治会、PTA等の研修でぜひ傍聴にお越し下さい。

市民のみなさん、市内の公共
施設で議会中継を見ることが
できます！

是非、傍聴に
おいでください。

市役所本庁１階ロビー、
各支所１階ロビー、
各地域中央公民館、各地区公民館、
美山陶遊館、吹上砂丘荘

○だれでも自由に傍聴できます。
○受付簿に住所・氏名を記入し

ていただくだけです。
○本庁４階までお越しください。
　 （エレベーターがあります。）

【問い合わせ】
議会事務局　TEL 248-9435

次の場所で議会中継を
行っております

議会基本条例について、
先進地を調査

議会運営委員会行政視察 黒
田

黒
田

市
長

市
長

建築物耐震改修促進
計画の策定は

【答弁】
24年度に計画策定を行う

質問
1

改定前の母子手帳へ
の対応は

【答弁】
４か月児・妊婦に送付。
希望者にも配布

質問
2

八女市議会 鹿島市議会　

条例制定の経緯
　合併による行政区域の拡大等で議会に対す
る市民からの要望や期待も多様化している。
　また、地域主権改革への議会対応など果た
すべき役割と責任は大きい。
　そうした課題を一体となって受け止めて行
くために条例を制定。

制定後の自己評価
　多様な住民意思や意見を聴取する場として、
年１回議会報告会を開催しているが、出席率
はそれほど高くない。
　質問に対する議員の資質を高めることと、
議論の中身を深めるため、執行部側からの逆
質問できる制度も取り入れたが、実効性を高
めるためには手直しの必要性も感じている。

条例制定の経緯
　地方自治の２元代表制のもと、議会の役割
は行政へのチエック機能と政策立案能力の向
上は不可欠である。
　また議会の役割と責任を明確にしていく必
要があるためその裏付けとなる議会基本条例
の制定が必要であった。

制定後の自己評価
　条例制定の理念や意義について議員の認識
度に違いがある。
　また議会報告会への住民参加はそれほど高
くない。
　そのほか質問の意図を確認する意味で反問
権制度も取り入れたが議論を深める上で必要
であり、スムーズな議会運営につながってい
る。

いちき串木野市の
耐震診断改修促進計画書
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【
調
査
目
的
】

　

出
水
市
で
は
、
平
成
21
年

に
パ
イ
オ
ニ
ア
（
株
）
と
Ｎ

Ｅ
Ｃ
（
株
）
が
相
次
い
で
工

場
を
閉
鎖
し
、
両
社
で
約

１
０
０
０
名
の
雇
用
が
失
わ

れ
た
。

　

閉
鎖
当
時
の
出
水
市
当
局

や
市
議
会
、
商
工
会
議
所
の

対
応
や
パ
イ
オ
ニ
ア
・
Ｎ
Ｅ

Ｃ
両
社
の
対
応
が
ど
う
だ
っ

た
の
か
、
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
工

場
閉
鎖
課
題
へ
の
対
策
に
役

立
て
る
た
め
調
査
を
実
施
。

出
水
市
へ
の
影
響

　

年
間
の
経
済
損
失
約
40
億

円
、
ま
た
税
収
で
は
３
年
間

で
約
４
億
円
の
減
。

出
水
市
の
対
応
は

　

企
画
課
（
企
業
誘
致
担

当
）
と
商
工
労
政
課
（
雇
用

担
当
）
を
一
体
化
し
て
企
業

対
策
室
を
設
置
。
ま
た
、
元

Ｎ
Ｅ
Ｃ
工
場
長
を
企
業
誘
致

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
任
命
。

　

市
長
や
職
員
が
86
か
所
の

企
業
を
セ
ー
ル
ス
す
る
と
共

に
県
と
連
携
し
東
京
「
遊
楽

館
」
に
市
の
担
当
職
員
を
配

置
し
５
４
４
社
を
訪
問
。

　

ま
た
、
新
た
な
進
出
企
業

へ
の
支
援
策
と
し
て
10
年

間
、
固
定
資
産
税
と
法
人
市

民
税
を
全
額
免
除
す
る
な
ど

の
策
を
講
じ
た
が
未
だ
進
出

企
業
は
な
い
。

出
水
市
議
会
の
対
応
は

　

議
会
と
し
て
は
市
長
と
一

緒
に
要
請
活
動
は
行
っ
た

が
、
要
請
文
や
決
議
等
の
行

動
は
し
て
い
な
い
。

【
委
員
の
意
見
】

　

大
企
業
の
身
勝
手
な
リ
ス

ト
ラ
や
撤
退
を
考
え
れ
ば
大

企
業
の
誘
致
に
は
落
と
し
穴

が
あ
り
二
度
と
繰
り
返
し
て

は
な
ら
な
い
。

　

Ｎ
Ｅ
Ｃ
等
の
撤
退
で
、
出

水
市
の
商
店
街
や
飲
食
店
は

大
幅
な
減
収
。
本
市
も
パ
ナ

ソ
ニ
ッ
ク
閉
鎖
で
か
な
り
の

影
響
が
予
測
さ
れ
る
。

　

議
会
も
追
求
だ
け
で
は
な

く
、
行
政
と
一
体
と
な
っ
て

雇
用
の
場
の
確
保
策
な
ど
取

り
組
み
が
必
要
。

【
調
査
目
的
】

　

現
在
農
業
を
取
り
巻
く
環

境
は
、
流
通
コ
ス
ト
や
原
油

高
騰
の
影
響
で
生
産
経
費
は

膨
ら
み
経
営
環
境
は
厳
し

い
。

　

認
定
農
業
者
が
安
定
し
た

農
業
経
営
を
営
む
た
め
に
は

生
産
コ
ス
ト
の
削
減
は
喫
緊

の
課
題
で
あ
る
た
め
、
市
内

生
産
農
家
の
現
状
や
取
組
み

の
調
査
を
実
施
。

各
農
業
者
の
取
組
み
状
況

（
イ
チ
ゴ
）

　

育
苗
ベ
ン
チ
や
育
苗
ハ
ウ

ス
を
用
い
て
の
病
気
の
予

防
。

　

高
設
ベ
ン
チ
の
導
入
。

（
葉
ネ
ギ
）

　

化
学
肥
料
・
農
薬
の
節
減

な
ど
生
産
技
術
。

　

契
約
栽
培
等
に
よ
る
規
模

拡
大
。

　

室
温
や
照
度
、
騒
音
対
策

な
ど
の
作
業
環
境
の
整
備
。

（
キ
ャ
ベ
ツ
）

　

化
学
肥
料
低
減
の
た
め
の

自
社
製
造
の
良
質
堆
肥
の
使

用
。

　

パ
ソ
コ
ン
に
よ
る
栽
培
履

歴
の
管
理
。

（
ソ
リ
ダ
ゴ
）

　

病
害
虫
に
負
け
な
い
た
め

の
栽
培
方
法
へ
の
移
行
。

　

肥
耕
調
節
型
肥
料
を
利
用

し
た
栽
培
体
系
の
導
入
に
よ

る
周
年
栽
培
・
週
品
率
の
向

上
。

各
農
業
者
の
課
題

　

白
色
申
告
か
ら
青
色
申
告

へ
の
移
行
。

　

家
族
経
営
協
定
の
締
結
・

見
直
し
。

　

安
定
し
た
品
質
を
生
産
す

る
た
め
の
技
術
取
得
。

【
委
員
の
意
見
】

　

農
業
経
営
全
般
に
つ
い

て
、
生
産
農
家
と
情
報
を
共

有
し
、
先
進
的
な
技
術
提
供

や
効
果
的
な
経
営
支
援
に
努

め
ら
れ
た
い
。

【
調
査
目
的
】

　

市
内
公
立
小
・
中
学
校
の

図
書
館
の
利
用
状
況
、
特
別

支
援
教
育
の
実
態
お
よ
び
環

境
整
備
等
の
現
況
を
調
査
し

懸
案
事
項
の
解
決
を
図
る
た

め
調
査
を
実
施
。

【
委
員
の
意
見
】

図
書
館

　

ど
の
学
校
も
読
書
推
進
に

力
を
入
れ
て
い
る
こ
と
は
評

価
で
き
る
。

　

図
書
の
充
足
率
は
概
ね
高

い
が
、
古
い
本
が
多
い
学
校

も
あ
っ
た
。

　

照
明
環
境
が
劣
悪
な
学
校

に
つ
い
て
は
、
早
急
に
対
応

す
べ
き
。

特
別
支
援
学
級　

　

担
任
を
中
心
に
し
て
校
内

体
制
に
取
り
組
ん
で
い
る
と

評
価
で
き
た
。

　

設
置
さ
れ
て
い
な
い
学
校

で
の
特
別
支
援
教
育
の
実
態

が
把
握
で
き
な
い
懸
念
が
あ

る
。

　

支
援
員
の
配
置
に
つ
い
て

実
態
把
握
に
努
め
て
検
討
さ

れ
た
い
。

学
校
施
設
及
び
設
備
に
関
す

る
懸
案
事
項

　

各
学
校
か
ら
出
さ
れ
た
要

望
で
、
子
ど
も
た
ち
に
危
険

が
お
よ
ぶ
も
の
や
軽
微
な
費

用
で
で
き
る
も
の
は
早
急
に

対
応
す
べ
き
。

　

洋
式
ト
イ
レ
の
設
置
と
バ

リ
ア
フ
リ
ー
化
は
早
急
に
取

り
組
む
べ
き
。

　

事
故
の
懸
念
が
あ
る
鶴
丸

小
の
給
食
コ
ン
テ
ナ
室
の
移

動
は
早
急
に
検
討
さ
れ
た

い
。

　

湯
田
小
パ
ソ
コ
ン
室
の
ホ

ル
ム
ア
ル
デ
ヒ
ド
検
出
は
専

門
的
な
見
地
で
の
対
応
が
必

要
。

総
務
企
画
常
任
委
員
会

　

調
査
項
目　

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
日
置
工
場
閉
鎖
に
伴
う

　
　
　
　
　
　

対
応
調
査

　

調
査
場
所　

出
水
市
役
所
、
出
水
商
工
会
議
所

産
業
建
設
常
任
委
員
会

　

調
査
項
目　

農
産
物
生
産
の
現
況
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

農
業
振
興
策
に
つ
い
て

　

調
査
場
所　

市
内
４
地
域
各
農
業
者

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

　

調
査
項
目　

日
置
市
公
立
小
・
中
学
校
に
お
け
る

　
　
　
　
　
　

現
状
調
査

　

調
査
場
所　

市
内
７
小
学
校
、
１
中
学
校

日置市の未
あ

来
す

へ
議会は動く！

小・中学校の現状調査

葉ネギの選別風景

出水市の対応を現地で調査
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特
集

現在、医療費は全国的に伸び続けており国・県・市町村の財政を圧迫しています。
その背景には、高齢者人口の増や医療技術の高度化、また食生活の変化やストレス社会など社会環境が起因

する生活習慣病（高血圧、糖尿病、ガンなど）の増加も大きな一因となっています。
そこで国は、早期発見・早期治療を促すため全国の健康保険組合に特定健診の受診率を平成20年度から平

成24年度までの間で段階的に65％まで引き上げるよう指示しました。

※受診対象者は40 〜 74歳までの国民健康保険加入者です。
　しかし、退職後病気を抱えた人が、国保に入るケースも多く、医療費を抑えるためにはサラリーマンや公務
　員時代から健診を受け健康管理に努める必要があります。

※かかりつけの病院で個別に健診や採血検査をされた方は、健診受診率に加えられますので結果の
　報告をお願いします。

吹上地域花田地区の取り組み（紹介）
　吹上地域花田地区では地区活性化委員会で、検診率
向上に向けた協議を重ね健診を促すための看板を設
置。また、地区公民館でもいろいろなイベントのなか
で地区民へ受診日の周知や受診するよう呼びかけてい
ます。

健康診断を受けない理由に、「元気だから」「暇がないから」「お金がかかるから」
などの意見があります。しかし、病気は早期発見、早期治療が一番です。

是非、1年に 1回は健康診断を受けましょう。

※ H23の結果は今後出るが増加の見込みなし

日置市は65％達成出来なければ後期高齢者医療保険負担金が約6000万円増え、逆に達成すれば
約6000万円が減額されます。よって65％達成は厳しい国保財政のために必要です。
しかし、平成22年度の地区別健診受診率は下記の通りです。

【課題項目】…特定健診率65％まで向上

なぜ健診率の向上が必要なの？

理由
1

地区名 受診対象者数 受診者数 受診率 65％まであと何人 地域別

東　
　

市　
　

来

高山地区 　　 56人 11人 19.6% 26人

26.2%

上市来地区 298 81 27.2 113
鶴丸地区 582 171 29.4 208
美山地区 122 34 27.9 46
皆田地区 122 24 19.7 56
湯田地区 900 219 24.3 366
伊作田地区 521 144 27.6 195

伊　

集　

院

伊集院地区 2010 585 29.1 722

28.9%
飯牟礼地区 197 77 39.1 52
土橋地区 299 72 24.1 123
伊集院北地区 751 195 26.0 294
妙円寺地区 724 222 30.7 249

日　
　
　

吉

日新地区 182 50 27.5 69

27.2%
日置地区 524 132 25.2 209
住吉地区 180 46 25.6 71
吉利地区 262 92 35.1 79
扇尾地区 51 6 11.8 28

吹　
　
　
　
　

上

伊作地区 710 232 32.7 230

29.4%

花田地区 153 51 33.3 49
野首地区 110 26 23.6 46
藤元地区 123 24 19.5 56
平鹿倉地区 33 12 36.4 10
和田地区 142 43 30.3 50
吹上地区 229 47 20.5 102
永吉地区 320 102 31.9 106
坊野地区 43 10 23.3 18

日置市全体 9644 2708 28.1 3561 28.1%

国保税収の推移
平成20年度 平成21年度 平成22年度

日置市 10億4130万円 10億  283万円 9億7983万円

平成17年度 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

日置市 34万6280円 35万5477円 37万3578円 38万6537円 39万9347円 40万7772円

鹿児島県 28万7853円 29万5523円 31万5638円 32万3365円 33万2249円 34万6197円

（単位：円）１人当たりの医療費の推移

特定健診項目

問診・身長・体重・腹囲測定・血圧測定・尿検査・内科診察
採血（肝機能検査、血中脂質検査、血糖検査）貧血検査、心電図

危機的

あなたの健診で「あなたの健康と国保財政」を守りましょう！
〜国保加入者の特定健診料無料へ〜

なぜ健診率の向上が必要なの？

理由
2

日置市の国保税収は、加入者数減と景気悪化による所得割額減で年々減少しています。
一方で、１人当たりの医療費は増え続け国保財政の収支バランスは崩れており、23年度から国保
税の値上げと、一般会計から国保会計へ＊法定外繰入金一億円を投入しています。
しかし、医療費が更に増えれば、来年度は法定外繰入額を更に増やすか、再度国保税の値上げを
しなければ国保運営が出来なくなります。
そこで、健診受診率を高め「早期発見、早期治療」に取組むことで医療費を抑える必要があります。

＊法定外繰入金とは、国保運営を行う財源の負担割合は、国県市町村間で比率が決まっており、市の負担比率を超
えて国保会計に入れる財源のことを言います。



現在のごみ袋は大小の２種類しかな
い。一人暮らしの市民向けなどに小
さい袋を追加できないか。

【平成22年12月に質問】

過疎地域の移住・定住のために、新
築または中古住宅などを購入する人
へ一定の補助金を出してはどうか。

【平成23年９月に質問】

平成24年４月からごみ袋に特大と特
小が追加されました。

平成24年４月から３年間、日置市へ
の転入者で東市来・日吉・吹上地域
に住宅を新築または購入された方を
対象にした定住促進対策事業が実施
されます。

※詳しくは市HPまたは、広報ひおき
　４月号をご覧下さい。

指定ごみ袋にもう一つ小さい袋を追
加できないか。

過疎地域の定住促進のための制度を
創設してはどうか。

一人暮らしや高齢者にも配慮し、23
年度検討し、24年度には販売したい。

【平成22年12月に答弁】

23年度検討し、24年度販売を目指す。

独自の施策で若者の定住につなげた
い。

【平成23年９月に答弁】

24年度に向けて独自のソフト事業を
進める。

可燃ごみ袋に特大と特小を追加！
資源ごみ袋に特小を追加！ 定住促進対策事業を実施へ！
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市長の答弁は

その後、こうなりました！ その後、こうなりました！

市長の答弁は

　

山
々
に
ま
ば
ゆ
い
ほ
ど
の

若
葉
萌
え
い
ず
る
今
、
24
年

度
予
算
を
可
決
し
た
後
、
編

集
作
業
に
取
り
か
か
り
ま
し

た
。

　

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
の
工
場
撤

退
等
暗
い
話
も
あ
り
ま
す

が
、
一
方
で
は
大
型
商
業
施

設
の
オ
ー
プ
ン
な
ど
で
、
商

店
街
や
交
通
体
制
等
の
変
化

も
出
て
き
て
い
ま
す
。

　

議
会
だ
よ
り
も
、
今
回
か

ら
文
字
を
大
き
く
「
見
や
す

く
・
読
ん
で
も
ら
え
る
」
紙

面
づ
く
り
を
モ
ッ
ト
ー
に
編

集
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

お
気
づ
き
の
点
が
あ
り
ま

し
た
ら
議
会
事
務
局
ま
で
お

寄
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
（
東
福
）

追跡 市民の声はどう活かされたか？
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